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先生方へ①

福岡県立図書館は、郷土資料としては主に近代のものを中心に収集して

いますが、福岡県指定文化財の『筑前国産物帳』はじめ、近世以前の資料

も所蔵し、「福岡県立図書館デジタルライブラリ」で公開しています。

今回のワークショップでは、近世以前の資料の中から「長崎警備の絵図」

を用いて この数ヶ月ニュース等で目にすることが多くなった「ロシア」という

国と福岡の関わりについて調べたいと考えます。

「長崎警備」をテーマに、①郷土福岡を「見て、調べて、学ぶ」こと、

②他機関の資料との比較を通じて「ロシア」を知ること を目標とします。



「福岡県立図書館デジタルライブラリ」とは・・・？

作成：福岡県立図書館

ふくおか資料室

お気軽にお問合せください！



福岡県立図書館デジタルライブラリより
「長崎警備の絵図一覧」

「長崎警備の図」について

福岡県立図書館デジタルライブラリ > 近世以前のふくおか

https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/home/4000115100/topg/theme/kinsei/nagasaki.html

★「長崎警備の絵図」14点のうち、半分以上がロシア使節の来航に関するものである。



https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11F0/WJJS07U/4000115100/4000115100100030/mp030670
福岡県立図書館デジタルライブラリ

「長崎警備の絵図一覧」No.4

福岡藩 長崎御警固之図 四

呂氏の

ロシアの船はど
れとどれだろう？
小さな船の役割
は何だろう？

☆
船の脇に名称（役割）が付記
されているものがあります。
すべては読み解けなくても、
言葉か推察してみましょう。

各々の船に
付された人
の名前。何
処の誰なの
だろう？

☆
判読できる人名を
検索してみましょう。
長﨑警備とは別の
古文書等に記載さ
れていることもあり
ます。

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11F0/WJJS07U/4000115100/4000115100100030/mp030670


https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11F0/WJJS07U/4000115100/4000115100100030/mp030670
福岡県立図書館デジタルライブラリ

「長崎警備の絵図一覧」No.4

魯西亜人梅ヶ崎昆布蔵え上陸之間魯西亜船之番並固船之図

☆
船の脇に名称（役割）が付記
されているものがあります。
すべては読み解けなくても、
言葉か推察してみましょう。

☆
判読できる人名を検索
してみましょう。
長﨑警備とは別の古文
書等に記載されている
こともあります。

呂氏のこの絵図はどん
なシチュエーショ
ンを描いている
のだろう？

絵図に書かれた
文字を読んでみ
よう。
陸地の施設は何
だろう・・・？

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11F0/WJJS07U/4000115100/4000115100100030/mp030670


引用資料：福岡市博物館 アーカイブズ 企画展示No.084
「長崎警備と福岡藩１」

http://museum.city.fukuoka.jp/archives/leaflet/084/index.html

そもそも「長崎警備」とは・・・？

福岡市博物館のホームページ、企画展示アーカイブズの、

「長崎警備と福岡藩１」を読んでみましょう。

福岡藩は、２代藩主黒田忠之の治世の頃、外国に開かれ

た幕府直轄の貿易港長﨑の警備を命じられました。この警

備を、福岡藩では「長崎御番（ながさきごばん）」と称して、佐

賀藩と一年交代で任務に当たりました。

江戸時代、「島原の乱を最後に国内では幕末まで戦乱が

なくなった中、福岡藩は、長崎警備を通じて常に実践に備え

ていた特殊な藩」だったことがわかります。

引用資料：福岡市博物館 アーカイブズ 企画展示No100
幕末の福岡２ 「ロシア船来航と長崎警備」

http://museum.city.fukuoka.jp/archives/leaflet/100/index.html

福岡市博物館のホームページ、企画展示アーカイブズで

さらに「ロシア船来航と長﨑警備」を読んでみます。

「鎖国」政策をとっていた江戸時代も後期になると、ロシア、

イギリス、アメリカなどの欧米諸国が東アジアに進出してき

ました。特に、ロシアは蝦夷地（現北海島）に使節を派遣す

るなど、積極的に日本に通商を求めます。

福岡藩は、文化元（1804）年のレザノフ、嘉永6（1853）年に

はプチャーチンと、二度のロシア使節来航を警備しました。

第11第藩主黒田長溥（くろだながひろ）は、プチャーチン来

航の際、自らがその任に当たりました。

「長崎警備」とロシアについて

http://museum.city.fukuoka.jp/archives/leaflet/084/index.html
http://museum.city.fukuoka.jp/archives/leaflet/100/index.html


福岡県立図書館デジタルライブラリより
「シーボルト資料」トップページ

https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/home/4000115100/topg/theme/top_siebold.html

✿閑話休題✿
福岡県立図書館の「シーボルト資料」について

ここで、福岡県立図書館が所蔵する貴重資料「シーボルト資料」を

ご紹介します。

福岡藩の第10代藩主黒田斉清（くろだなりきよ）及び第11代藩主

黒田長溥（くろだながひろ）は、長崎警備を通じて、長崎・オランダ商

館のドイツ人医師、フィリップ・フランツ・フォン・シーボルトと交流があ

りました。 ことに、黒田斉清は、文政11（1828）年に世子長溥ととも

にシーボルトを訪問して、海外の動植物について会談するほどでし

た。（この際の問答は、同行した家臣の蘭学者安部竜平の著書『下

問雑載』に詳しい。）

福岡県立図書館では、所蔵する『日本』“NIPPON”、『日本植物誌』

“Flora Japonica”、『日本動物誌』“Fauna Japonica”の図版と解説を

デジタルライブラリで公開しています。

https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/home/4000115100/topg/theme/top_siebold.html


✿閑話休題 ２✿
「黒田斉清（くろだなりきよ）」と「黒田長溥（くろだながひろ）」

出典：ジャパンナレッジ（2022.7.21 閲覧）

「長崎警備の絵図」にある

レザノフの来航は文化元
（1804）年。
黒田斉清の代ですね。



先生方へ ②

福岡県立図書館ライブラリの「長崎警備の絵図」を見ながら、長﨑警備の様子

を推察したり、地元の博物館のホームページで「長崎警備」と「ロシア」を調べた

りすることで、福岡藩とロシアの関係について学べたかと思います。

また、福岡藩とシーボルトの交流が福岡県立図書館が貴重な「シーボルト資

料」を所蔵する由縁です。福岡藩にとって「長崎警備」が重要な意味を持ってい

たことも理解していただければ嬉しいです。

次頁からは、他機関のデジタルアーカイブで公開されているレザノフの長崎来

航を見ていきます。



他機関の資料にみる ロシア使節レザノフの来航 ①

国立公文書館デジタルアーカイブ
『視聴草』＞レザノフ長崎来航 https://www.digital.archives.go.jp/DAS/pickup/view/category/categoryArchives/0200000000/0202020000/01

国立公文書館のデジタルアーカ

イブには、「長崎警備の絵図」に登

場したレザノフの長崎来航につい

て、その顛末がわかりやすく書か

れています。

また、「絵図」にはないロシア人の

姿や色鮮やかに描かれた船を「絵

図」と比べてみましょう。

https://www.digital.archives.go.jp/DAS/pickup/view/category/categoryArchives/0200000000/0202020000/01


福岡県立図書館「長崎警備
の絵図」の「梅ヶ崎上陸之間
御備図 八」（部分）

国立公文書館デジタルアーカイブに
描かれたロシア船。
右の福岡県立図書館のロシア船と
比べてみましょう。

県庁
この人は
何？

ロシアの国旗は今と同じかな？



他機関の資料にみる ロシア使節レザノフの来航 ②

参考資料：九州国立博物館[アーカイブ] いにしえの旅：
No.01, 「ロシア船長崎出航の図（亜魯西亜船湊下図）」

https://www.kyuhaku.jp/museum/museum_info04-01.html

九州国立博物館の[アーカイブ]

いにしえの旅では、「レザノフとお雛さま」とい

うタイトルで、約七ヶ月間長崎に滞在したレ

ザノフが帰国の途につく様子が、警備の描写

とともに書かれています。

国と国との交渉は失敗に終わったが、長崎

に滞在したレザノフと人々の心温かな交流

が行われたとあり、今までみてきた資料とは

ちがう視点です。

県庁船の名前は「ナジェダ号」！

亜魯西亜船湊下図九州国立博物館所蔵 収録

https://www.kyuhaku.jp/museum/museum_info04-01.html
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/kyuhaku/P3?locale=ja


他機関の資料にみる ロシア使節レザノフの来航 ③

福岡県立図書館デジタルライブラリ
「長崎警備の絵図」一覧より「福岡藩御非番年御備並佐賀藩御警固之図」

https://www.kyuhaku.jp/museum/museum_info04-01.html

【デジタルライブラリ解説】

当番年にあたり戸町と西泊両番所を固める

佐賀藩と、非番のため長崎港外側の台場を

固める福岡藩の様子が描かれています。

「御番所御矢来之外諫早兵庫出張、十一月

十七日魯西亜人梅ケ崎上陸之日計りニ有之

候事」などの注記があるところから、文化

元年ロシア使節レザノフ来航の際のものと

思われます。

県庁
長崎警備は福岡藩と佐賀藩の
一年交代制。
佐賀県に資料はないのかな？

https://www.kyuhaku.jp/museum/museum_info04-01.html


県庁佐賀県立図書館に
もありました！

ロシア船の構造が詳細に

記されています。今まで見

てきた絵図と比べてみる

と面白そうですね。

佐賀県立図書館データベースより
「異国使節来朝図」
※蒸気船（雲竜船）の構造及びロシア使節団一行と使節引見の間見取図、手書

https://www.kyuhaku.jp/museum/museum_info04-01.html

https://www.kyuhaku.jp/museum/museum_info04-01.html


参考資料；国立国会図書館デジタルコレクション
『ロシア侵寇三百年』（昭和14年）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1239783

絵図や展覧会の解説ではない資料も読んでみましょう。

ただし、

資料の性質を理解して、書かれていることが事実かどうか、

他の資料と併せて判断するのがよいですね。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1239783


国立国会図書館デジタルコレクション
『ロシア侵寇三百年』（昭和14年）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1239783

他機関の資料にみる ロシア使節レザノフの来航（番外編）

国立国会図書館デジタルコレクションの中に『ロシア侵寇三百年』

という資料を見つけました。

著作権許諾の上公開の資料なので、使用する場合はあらためて

手続きが必要ですね。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1239783


先生方へ ③

他機関の「長崎警備」と「ロシアの来航」に関する資料を見たり読んだりするこ

とで、当時の長崎警備やロシア使節が来航した際の様子がより生き生きと感じ

られるようになれたかと思います。

特に、九州国立博物館のアーカイブ「レザノフとお雛さま」では、これまで日本

側からみてきたロシアの来航を、レザノフが著した『日本滞在日記』の視点で想

像・理解することができたのではないでしょうか。

「長崎警備」「ロシア」と郷土ふくおかについて、それぞれの意見を交わしてい

ただければと思います。さらに学びを深めるための資料を挙げておきます。










